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〈参考〉討議議事録（事業化調査現地調査時）
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＜参考＞ 討議議事録（事業化調査成果概要資料説明時）
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＜参考＞　討議議事録（第２回基本設計調査第１次調査時）
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＜参考＞　討議議事録（第２回基本設計調査第２次調査時）
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＜参考＞　討議議事録（第２回基本設計概要説明調査時）
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 資料 5 事業事前計画表（事業化調査時） 

 
1. 案件名 

パキスタン・イスラム共和国 ファイサラバード上水道拡充計画 

2. 要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

(1) パ国では、都市部への急激な人口流入によりインフラ整備が追いつかず、都市部の給水状況

と衛生環境が悪化し、近年パキスタン全土の各所で大きな問題となっている。 

(2) このことから、パ国政府は、良質な飲料水を全国民に提供するための指針として、2009 年 9

月に「国家飲料水政策」(National Drinking Water Policy)を国会で承認した。同政策は、

給水普及目標を、中期開発政策とミレニアム開発目標に基づき、2015 年までに全国民の 93%

とし(現時点から 30%の増加)、最小給水量は、一人一日あたり地方給水は 45 ℓ、都市では 120 

ℓとする旨規定している。また、パンジャブ州政府計画・開発省は、州政府による水道セクタ

ー体制整備として、2006 年「都市部における上下水道改善のロードマップ」を策定し、州内

給水施設の増強を目指している。 

(3) ファイサラバード市は、2009 年時点で 280 万人の推定人口を擁するパ国第 3の都市であるが、

同年の上水道普及率は 58%にとどまっている。ファイサラバード市上下水道公社（以下、WASA）

は、1992 年に ADB の支援により上水道施設を建設し、その後も既存水源地に追加の深井戸を

建設し、市内でも旧水源井戸の更新を行うなどの自助努力を重ねてきたが、主要の水源井の

揚水量減少等により、1993 年時点での評価水量 32.5 万 m3/に対して現在最大 20 万 m3/の給水

にとどまっており、総人口 280 万人に対する供給量が著しく不足している。 

(4) このことにより、全市の約 1/3 の人口を有し、配水幹線の末端に位置する市内東部地区は恒

常的な配水不良に悩まされている。同地区の消費者の多くは、それを補うために自家用井戸

水に依存しており、水に起因した肝炎、下痢、チフス等の罹患者が多くなっている。 

(5) 以上を踏まえ、本計画ではファイサラバード市の給水量増加を目的に、水源施設の建設を行

うものである。本計画は上述の「国家飲料水政策」及び州政府による「都市部における上下

水道改善のロードマップ」の方向性に合致する。 

(6) なお、我が国支援によるファイサラバード上水道整備計画（1/2）では、市内東部区域に対し

て、幹線給水圧 0.5kg/cm2 から 1.0～1.5kg/cm2 まで改善し、東部区域への配水システムを改

善すべく、配水管補強工事を実施した。また、ファイサラバード上水道整備計画（2/2）では、

配水管から上流の給水システムを整備すべく、現在上水道施設の建設を行っている。 

 

3. プロジェクト全体計画概要 

 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

ファイサラバード市の給水サービスが改善される 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

水源・取水施設が整備される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア. 水源・取水施設を建設する。 
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   イ. 新規施設の技術者・操業要員に対し運転・維持管理に必要な技術訓練を実施する。 

  

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側：無償資金協力 8.2 億円 

イ 相手国側 

1) プロジェクト実施に必要な人員(施設要員) 

2) 建設資機材  

3) 施設の運営・維持管理に係る経費 

 

(5) 実施体制 

主管官庁：パンジャブ州政府住宅・都市開発・公衆衛生省 

実施機関：ファイサラバード上下水道公社（WASA） 

 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

  ファイサラバード市(パンジャブ州) 

 

(2) 概要 

ファイサラバード市における 25 の水源・取水施設の建設 

 

(3) 相手国側負担事項 

① 建設用地の確保、整地 

② 工事用仮設道路の建設 

③ 一次側電力工事 

④ 施設防護柵・門扉等建設 

⑤ ポンプ場内設備・備品の確保 

 

(4) 概算事業費 

  概算事業費：10.7 億円（無償資金協力：8.2 億円、パ国側負担：2.5 億円） 

 

(5) 工期 

  詳細設計・入札期間を含め、約 17 ヶ月 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面への配慮 

  特になし。 

 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

(1) 周辺農村環境が大きく変化し(生活排水の増大、工場の進出等)水源地の地下水水質を悪

化させるような事態とならない。 

(2) 社会情勢の変化等に伴う急激な人口の増減が生じない。 

 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

 現状(2009 年) 計画目標年次 (2012 年) 

ジャン用水路沿い

水源量 

0m3/日 91,000m3/日 
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(2) その他の成果指標 

特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

2012 年（本計画にかかる施設建設完工以降） 

 

 

A-84


	資料
	資料4-2　討議議事録（事業化調査成果概要資料説明時）
	資料5　事業事前計画表（事業化調査時）




